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「日本語」の文学が
生まれた場所

極東20世紀の交差点
黒川 創［著］ くろかわ・そう
作家。1961年京都市生まれ。1999年、初の小説『若冲の目』刊行。
2008年『かもめの日』で読売文学賞、13年刊『国境［完全版］』で伊
藤整文学賞（評論部門）、14年刊『京都』で毎日出版文化賞、18年刊
『鶴見俊輔伝』で大佛次郎賞を受賞。主な小説に、『もどろき』『暗殺
者たち』『暗い林を抜けて』『ウィーン近郊』『旅する少年』など。

近代の「日本語」による文学の行き交いを、
極東アジアの広がりに位置づける。
従来の文学史を更新する決定的論考！

四六判・上製・カバー装・608頁・価格：本体3,600円+税
2023年12月刊行　ISBN978-4-911029-04-6 C0095

名著『国境』に続く、
新たなる代表作！

文芸／人文　ご担当者様

世界を文学でどう描けるか

好評既刊！

四六判・上製・192頁・価格：本体2,400円+税
ISBN978-4-911029-00-8 C0095

2022年春にロシア軍のウクライナ侵攻が
始まった時、思い起こしたのは 20年前
に訪れたサハリンで出会った人びととの
会話だった―

朝日新聞（2024年3月2日）「ブックエンド」
コーナーにて書評が掲載されました！
今後も書評、著者インタビュー記事が
掲載予定です。


